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0歳児から 2歳児ぐらいの子供がいるなんていう
んじゃ、それは確かに放り出せませんから、これ
は出るなら連れていく。したがって、みんな家族
一緒に出かけちゃう。若いお父さんとお母さんが
小さい子供連れてと、という光景図ですね。それ
が、子供が小学校に入札中学校に入りというふ
うになってきますと急に落ちます。母親が子供を
連れて出かける率はどれぐらいかというのを調べ
てみても、当然なんですが、母親が子供を連れて
出かげなくなるという割合は子供が大きくなるに
つれて増えてきます。ただし、それだけではござ
いませんで、図4は、例えば、母親と子供が出か
けるときに、父親はっき合わないというのもあり
ますし、あるいは、夫婦で出かけるけれども子供
はっき合わない、あるいは、みんなばらばらとい
うふうに、ぱらぱらに出かけていくというような
状況をすべて反映しております。
全体的に申しますと、子供の成長とともに家族
はばらばらになっていくというのは非常にはっき
り出ます。だからいいかどうかというのは、それ
は価値判断の問題ですので、それはまさに社会学
あたりでご議論していただければいいわけであり
ますが、現実問題としてこのように、休日も家族
みんながそろって過ごすなんでいうほど甘いもの
じゃなくて、やはり子供が育っとそうもいかない。
みんな勝手なことをやり出すということになりま
す。それでも先ほどのような深刻な話ではないわ
けで、勝手に過ごしてそれで成り立っているので、
家族それぞれハッピーならいいじゃないかという
話になるわけですが、そうはいかないというのが
その次であります。
休日をどのように過ごしているかということに
ついて、先ほど申しましたパスという考え方で分
類をしてみますと、出かけ方のタイプに、 2つ大
きく注目すべきパターンがあります。ひとつは、
1回出かけたらずっと出かけて、ぐるっといろん
なところに行って帰ってくるというパターンで
す。もうひとつは、ごちょごちょ、出たり入った
りしているパターンがあります。もちろん、その
日、その日で違うんですが、統計をとってみます
と、主婦の場合は、子供の年齢によって、パター
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ンが分かれます。なおかつ、ここで個別外出型と
いっておりますが、ちょこちょこ外出を繰り返す
という形のパターンの主婦の場合は、この日の行
動範囲が非常に狭くなる傾向があります。まあ当
たり前で、ちょこちょこ出たり入ったりするんだ
から狭いですね。同じ子供の年齢で分けて比較し
てみると、簡単に言ってしまえば、子供が小中学
生ぐらいの主婦の場合、近いところで休日の活動
が完結しているということが言えます。その理由
は、彼女たちの外出のパターンが個別外出型であ
るからです。ではなぜそういうような形になって
しまうのか。逆に言うと、 1度出かけるとなかな
か帰ってこない、複合外出型が一番多いのは子供
が非常に小さい場合なんですけれども、なぜかと
いうことを簡単に申します。
言ってみれば簡単な理屈なんですが、例えば、
子供が1歳とかそんなものですと、結局みんな車
に乗せて出ちゃうんです、家に置いておけないか
ら。車に乗せて出かけてぐるっと回って帰ってく
るんです。なおかつ、家族全員が外出しています
から、昼食どうしょうか。外で外食しちゃえばい
いんですよ、みんな一緒だから。ところが、子供
がちょっと大きくなりまして、家族一緒に外出し
なくなります。亭主もばらばら、子供もばらばら
になりますと、昼御飯を半端に食べる人が出てく
るんです。そういうのでまず縛られる。
ところが、子供が少し大きくなると、休日には、
細かい送り迎えをしなきゃいけない。これも大都
市の住宅地の問題点でして、車に乗ればすごく便
利なところですけれども、車に乗れないとかなり
不便ですよね。特に平日ですと通勤、通学はかな
りパターンがはっきりしていますのでパスとかで
対応できるんですが、休日だと、行き先もばらば
ら、時間もばらばらになりますので、例えば、駅
まで送ってとか、というのがどんどん出てきちゃ
うんですね。そうなりますと、子供がある程度の
年齢になって、学校に行き始めて、例えばクラブ
活動とか、地域の何とか大会とか、そんなものが
いっぱいありますと、これは結局、両親が送り迎
えしなきゃしょうがない。なおかっこの場合、亭
主がゴルフにず、っと行きっぱなしなんていうのが
結構ありまして、その場合、ほとんどが主婦の負
担になってくる。昼間もなまじっか半端にいるよ
うな場合があるものですから、昼食を食べさせな
きゃいけないとか。そういうふうになりますと、
なまじっか半端に子供が大きくなる年齢の主婦に
とっては、休日の時聞が切れ切れの時聞になる。
切れ切れの時聞になるというのは、結果として非
常に行動範囲を狭くしてしまう。非常に狭い範囲
でないと休日も過ごせないということなりかねな
いわけであります。
そういうことは、実はいろんな問題を引き起こ
すと思います。時間ですのではしよりますげれど
も、ちょっと想像していただければわかりますよ
うに、例えば今、学校の週休2日というのはどん
どん広がっております。土曜日も子供が家にいた
りするんですよね。例えば、土曜日に子供に地域
でいろんなことをやらせましようなんて文部省は
言っていますけれども、そういうことは実は学校
に行くよりもはるかに大変ですから、その送り迎
えの負担はみんな主婦にかかっている。あるいは、
なまじっか昼間はいるものだから御飯食べさせな
きゃいけない。そういうふうなことが、実は結果
としては主婦の負担になってきて、主婦の生活時
間を分断していくというような結果につながらな
くもないというわげです。だからといって急にい
けないということも言えないわけでありますが、
そのような問題は、実は細かく見るといろいろと
出てくるので、それぞれに考えていかなければい
けないだろうというふうに思っております。
ということで、非常に散漫な話でございました
けれども、時聞がまいりましたので、これで私の
話を終わらせていただきます。どうも失礼しヨたし
ました。
5.閉会あいさつ
星 E 二
都市研究所の星と申しますが、閉会の辞を述べ
させていただきます。
高橋先生、江原先生、荒井先生のお話をいただ
きました今回の東京都立大学都市研究所第10回の
公開講演会をこれで終了したいと思います。お集
第10回公開講演会:都市・女性・生活
まりいただいた皆様に厚く御礼申し上げます。
ちょっと余談で恐縮ですげれども、私はこの8
月までイギリスと北欧に半年ほど留学をさせてい
ただきました。医療制度を見るというのが目的で
したが、北欧とかフィンランドでは、大臣の半数
は女性でありました。とても驚きでした。同時に、
国政選挙の投票率は実に高くて、 80%以上である
こともびっくりしました。ちょっと余談で申しわ
けありません。
なお、本日お話をいただきました3人の方々の
講演会の内容は、本年度末発刊される予定であり
ます都市研究所の紀要、『総合都市研究』という雑
誌に掲載される予定でありますので、あわせてご
らんいただきたいと思います。
本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、
ありがとうございました。
一一了一一
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